
各市の一人会派（無所属議員）の取扱い比較 

 

市 名 一人会派 議会基本条例の規定 逐条解説等 政務活動費 代表者会議 議会運営委員会 備考 

会津若松市 

（定数２８

人） 

〇  （会派） 

第４条 議員は、議会活動を行うに当たり、会派

を結成するものとする。 

２ 会派は、政策を中心とした同一の理念を共有

する議員で構成する。 

３ 会派は、政策決定、政策提言、政策立案等に

際して、会派間で調整を行い、合意形成に努め

るものとする。 

４ 議長は、必要があると認めるときは、会派の

代表者の会議を開催する。 

５ 会派の代表者の会議に関し必要な事項は、別

に定める。 

一人会派に関する記述

なし 

会派（所属議員一人の

場合を含む。）のみに交

付 

議員個人への交付なし 

※会派所属議員 1 人に

つき月 35,000 円 

所属議員が３人以上の

会派が正式メンバー 

２人以下の会派はオブ

ザーバー 

所属議員が３人以上の

会派から 7人 

２人以下の会派はオブ

ザーバー 

一人会派３会派３人 

大津市 

（定数３８

人） 

〇  （会派） 

第１１条 議員は、議会活動に資するため、政策

を中心とした同一の理念を有して活動する会

派（以下「会派」という。）を結成することがで

きる。 

２ 会派は、次に掲げる役割を果たすものとす

る。 

 ⑴ 議員の活動を支援すること。 

 ⑵ 政策の立案及び提言並びに議案等の審議

及び審査のための調査研究を行うこと。 

 ⑶ 会派間で相互に協議及び調整を行い、円滑

かつ効果的な議会運営に努めること。 

一人会派に関する記述

なし 

会派（所属議員一人の

場合を含む。）のみに交

付 

議員個人への交付なし 

※会派所属議員 1 人に

つき月 70,000 円 

３人以上の会派が正式

メンバー 

２人以下の会派はオブ

ザーバー 

３人以上の会派が正式

メンバー 

２人以下の会派はオブ

ザーバー 

一人会派５会派５人 

取手市 

（定数２４

人） 

×  （会派） 

第１４条 会派は，２人以上により結成された議

員の団体とする。 

２ 会派について必要な事項は，取手市議会会派

規程（平成２２年議会訓令第２号）で定めるも

のとする。 

一人会派に関する記述

なし 

会派及び無会派議員に

交付 

※会派は所属議員 1 人

当たり年 100,000円、無

会派議員は年 100,000

円 

メンバー外（案内もな

し） 

委員外議員として傍聴 無会派議員１人 

可児市 

（定数２２

人） 

×  （会派） 

第５条 議員は、議会活動を行うために会派を結

成することができる。 

２ 会派は、政策を中心とした同一の理念を共有

同一の理念を持った議

員２人以上の集団を会

派として規定 

 

議員に交付（会派に属

する議員は会派に交

付） 

※議員 1 人当たり年

会派代表者会議は改選

時のみ（無所属議員も

参加可） 

委員外議員として傍聴 

（発言は委員会の許

可） 

無所属議員２人 
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する議員で構成する。 

３ 会派は、政策の立案、提言等に関し、必要に

応じて会派間で調整を行い合意形成に努めな

ければならない。 

240,000 円 

鳥羽市（定

数１３人） 

－ 会派に関する規定なし ‐ 議員 

※議員 1 人当たり、年

156,000 円 

― － 会派制をとってない。 

新潟市 

（定数５０

人） 

×  （会派） 

第７条 議員は，基本的な理念を共有する議員を

もって会派を結成することができます。 

２ 会派は，必要に応じて会派間の調整に努め，

円滑かつ効果的な議会運営を図ります。 

３ 会派は，議員の意思を尊重しその活動を支援

するとともに，政策提案のために調査研究を行

います。 

４ 会派は，その活動について，市民に対して説

明するよう努めます。 

会派は２人以上（政務

活動費交付条例に規

定） 

会派及び会派に属さな

い議員 

※会派は所属議員 1 人

当たり月 150,000 円又

は 月 30,000 円 。 月

30,000 円を選択した会

派の所属議員及び無所

属議員には月 120,000

円 

無所属の会も会派の一

つとして出席 

※過去、無所属議員が

いたときは出席してい

ない。決定事項のみ伝

達の扱い。 

無所属の会からも委員

を選出 

※過去、無所属議員が

いたときは、委員外議

員として出席してい

た。 

無所属の会（３人） 

長岡市 

（定数３４

人） 

×  （会派） 

第６条 議員は、議会活動を行うため、会派を結

成することができる。 

２ 会派は、政策等において同一の理念を共有す

る議員で構成し、活動する。 

３ 会派は、必要に応じて他の会派との調整に努

め、円滑かつ効果的な議会運営を図るものとす

る。 

一人会派に関する記述

なし 

会派（会派に所属しな

い議員は、所属議員数

が 1 人である会派を結

成しているものとみな

す）に交付 

※会派所属議員 1 人当

たり月 60,000 円 

メンバー外（案内もな

し） 

委員外議員として傍聴 

（発言は委員会の許

可） 

無所属７人 

柏崎市 

（定数２２

人） 

×  （会派）  

第７条 議員は、議会活動を円滑に実施するため

に、会派を結成することができる。 

一人会派に関する記述

なし 

会派（所属議員が１人

の場合を含む。）に交付 

※議員 1 人当たり月

40,000 円 

無所属は案内なし。出

席する場合は傍聴扱

い。 

無所属は案内なし。出

席する場合は傍聴扱

い。 

現在は、無所属議員な

し 

妙高市 

（定数１６

人） 

〇 会派に関する規定なし － 議員に交付（会派分な

し） 

※議員 1 人当たり年

180,000 円 

代表者会議なし 委員に選出されなかっ

た場合は、傍聴扱い 

一人会派 2、無所属 2人 

一人会派は、国政政党

に属する場合のみ認め

る。 

糸魚川市 

（定数１８

人） 

〇  （会派） 

第６条 議員は、議会活動を行うため、会派を結

成することができる。 

２ 会派は、政策を中心とした同一の理念を有す

一人会派に関する記述

なし 

会派又は議員に交付 

※会派所属議員 1 人当

たり月 15,300 円、無所

属議員月 15,300 円 

開催実績なし 一人会派・無所属 9人か

ら 3人を選出。委員に選

出されなかった場合

は、傍聴扱い 

一人会派 6、無所属 3人 



る議員で構成し、政策立案、政策決定に関し、

合意形成に努めるものとする。 

３ 円滑な議会運営のため協議・調整の場とし

て、各会派の代表者からなる会議を開催するこ

とができる。 

 




